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(57)【要約】
【課題】一端に設けた回動軸を中心として遊技盤面と略
平行な方向へ揺動するアーム、及びその先端に設けた可
動役物を高速動作させることができ、更に遊技盤面上の
任意の停止位置に安定して停止させることができる装飾
体駆動ユニットを提供する。
【解決手段】位置固定された回転軸を中心として揺動す
るアームと、該アームの端部により回転自在に軸支され
た装飾体と、アームの揺動時に装飾体が移動する経路上
に配置されて装飾体の外周面に接触して該装飾体を回転
させる付勢部材５０と、を備えた。
【選択図】図２



(2) JP 2010-22643 A 2010.2.4

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　位置固定された回転軸を中心として揺動するアームと、該アームの端部により回転自在
に軸支された装飾体と、前記アームの揺動時に前記装飾体が移動する経路上に配置されて
前記装飾体の外周面に接触して該装飾体を回転させる付勢部材と、を備えたことを特徴と
する装飾体駆動ユニット。
【請求項２】
　前記回転軸に一体化された従動ギヤと、該従動ギヤを回転駆動する駆動ギヤと、から成
るギヤ機構によって、前記アームを揺動することを特徴とする請求項１に記載の装飾体駆
動ユニット。
【請求項３】
　画像表示装置と、請求項１、又は２に記載の装飾体駆動ユニットと、を備えた演出装置
であって、
　前記画像表示装置の画面の前面に位置する閉止位置と、該画面を開放した開放位置との
間を進退する少なくとも一部に透光部を有した開閉部材と、閉止位置にある前記開閉部材
の前面側の視認可能な位置に出現した突出位置と、視認不能な位置に移動した退避位置と
の間を進退自在に構成された装飾体と、制御手段と、を備え、
　前記制御手段は、前記開閉部材が閉止状態にある時に前記透光部の背面側に位置する前
記画像表示装置の画面上に前記装飾体と同様の輪郭形状を備えた画像を投影する一方で、
前記画像の前方に相当する前記開閉部材の前面に前記装飾体を出現させ、更に前記突出位
置にある装飾体の外周縁に沿って前記開閉部材の一部が破れた状態を示す図柄を前記画面
上に表示させることを特徴とする演出装置。
【請求項４】
　位置固定された第１回転軸を中心として回転し且つ該第１回転軸から偏心した位置に偏
心軸を有した回転部材、該偏心軸により一端部を回転自在に軸支され前記回転部材の回転
により揺動する第１アーム、及び位置固定された第２回転軸により一端部を揺動自在に軸
支され他端部に装飾体を回転自在に支持した第２アーム、を備え、前記第１アームの他端
部を前記第２回転軸に近い前記第２アームの適所により回転自在に軸支することにより、
前記第１アームの揺動によって前記第２アームを前記第２回転軸を中心として揺動させる
装飾体揺動機構と、
　前記第２アームの揺動時に前記装飾体が移動する経路上に配置されて前記装飾体の外周
面に接触して該装飾体を回転させる付勢部材と、を備えたことを特徴とする装飾体駆動ユ
ニット。
【請求項５】
　画像表示装置と、請求項４に記載の装飾体駆動ユニットと、を備えた演出装置であって
、
　前記画像表示装置の画面の前面に位置する閉止位置と、該画面を開放した開放位置との
間を進退する少なくとも一部に透光部を有した開閉部材と、閉止位置にある前記開閉部材
の前面側の視認可能な位置に出現した突出位置と、視認不能な位置に移動した退避位置と
の間を進退自在に構成された装飾体と、制御手段と、を備え、
　前記制御手段は、前記開閉部材が閉止状態にある時に前記透光部の背面側に位置する前
記画像表示装置の画面上に前記装飾体と同様の輪郭形状を備えた画像を投影する一方で、
前記画像の前方に相当する前記開閉部材の前面に前記装飾体を出現させ、更に前記突出位
置にある装飾体の外周縁に沿って前記開閉部材の一部が破れた状態を示す図柄を前記画面
上に表示させることを特徴とする演出装置。
【請求項６】
　請求項１、２、又は４の何れか一項に記載の装飾体駆動ユニットを備えたことを特徴と
する遊技盤。
【請求項７】
　請求項３、又は５の何れか一項に記載の演出装置を備えたことを特徴とする遊技盤。



(3) JP 2010-22643 A 2010.2.4

10

20

30

40

50

【請求項８】
　請求項６、又は７の何れか一項に記載の遊技盤を備えたことを特徴とするパチンコ遊技
機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、パチンコ遊技機を構成する遊技盤面上において装飾体を盤面と略平行な方向
へ開閉、出没動作させることによって遊技進行上特徴的な演出効果を発揮させることがで
きるようにした装飾体駆動ユニット、演出装置、遊技盤、及びパチンコ遊技機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　パチンコ遊技機においては、遊技盤の盤面に入賞口、風車、可変表示装置、電飾装置等
の各種盤面部品を設けて遊技内容の多様性を図り、遊技の進行中における入賞、その他の
状況変化を契機として可動盤面部品を種々の方向に動作させることにより演出効果を高め
ている。
　例えば、遊技盤に設けられた始動入賞口に遊技球が入賞すると、遊技盤中の可変表示装
置に表示される図柄が変動を開始し、所定時間経過後に停止した図柄が予め定めた大当た
り図柄となった場合に大当たり状態となり、遊技者が大量の出球を獲得できるようになっ
ている。このような遊技機では、遊技の興趣を高めるために様々な表示演出が行われる。
　例えば、本出願人の提案に係る特許文献１には、遊技盤の盤面と平行な左右方向へ往復
移動する第１可動役物と、遊技盤の前後方向へ往復移動する第２可動役物と、を備えた役
物装置が開示されている。これによれば、遊技内容の複雑、高度化に対応した演出を実現
することができる。
　また、特許文献２にも第１の可動部材と第２の可動部材を動作させるための構成が開示
されている。
【０００３】
　しかし、ギヤ機構を用いて各可動役物を上下、左右に動作させる場合には、可動役物を
遊技盤面上の任意の位置にて停止させた状態を維持することが難しい。即ち、ギヤ同志の
バックラッシュ、部材間の寸法誤差等によって、可動役物が本来の停止位置から偏位した
状態で停止することが多々あり、遊技球の経路を妨げたり、外観を悪化させて遊技の興趣
を低下させる原因となる。
　このような不具合は、一端に設けた回動軸を中心として盤面と平行な方向へ回動する長
尺アームの先端に可動役物を取り付けた構造の盤面部品において特に発生し易い。これは
、長尺アームの一端に設けた回動軸と他端に設けた可動役物との間の距離が長いために長
尺アームを停止させた際に、長尺アーム及び可動役物の自重と、ギヤ部のバックラッシュ
などに起因して停止位置に確実に停止させることが難しいからである。
　特に、長尺アームの先端部に回転自在に軸支した可動役物をモータにより回転駆動する
場合には、重量バランス、耐久性等の関係からモータを長尺アームの先端に搭載すること
が難しくなる場合が多いため、遊技盤面側に配置した駆動源から可動役物に駆動力を伝達
する必要が生じるが、駆動力伝達のための構成を構築することが難しかった。
　また、モータからの駆動力をギヤ機構を介して上記長尺アームの回動軸に伝達して揺動
させることにより長尺アーム先端に支持された可動役物を遊技盤面上にて迅速に進退動作
させる場合には、駆動ギヤを高速回転させるか、或いは駆動ギヤと従動ギヤとのギヤ比を
大きくして駆動ギヤが一回転する際の従動ギヤの回転数を可能な限り多くするように構成
する必要がある。しかし、駆動ギヤを高速回転させる場合にはモータの負荷が増大して耐
久性が低下するという問題を生じる。また、上記のようにギヤ比を調整する場合には駆動
ギヤが大型化してレイアウト上の問題を生じ易くなる。
【特許文献１】特願２００５－２１４１９７公報
【特許文献２】特開２００４－１２９８７５公報
【発明の開示】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　以上のように、一端に設けた回動軸を中心として盤面と平行な方向へ揺動する長尺アー
ムをギヤ機構を用いてモータ駆動する場合には、回動軸と長尺アーム先端に支持した可動
役物との間の距離が長いために長尺アームを停止させた際に、長尺アーム及び可動役物の
自重と、ギヤ部のバックラッシュなどに起因して停止位置に確実に停止させることが難し
いという問題があった。また、ギヤ機構を用いて長尺アームを迅速に揺動させる場合には
、モータを高速回転させたり、駆動ギヤを大径に構成する必要があったため、モータの耐
久性低下、大径ギヤを配置することによるレイアウト上の制限という問題が発生する虞が
あった。また、長尺アーム先端の可動役物を回転駆動させる手段としてモータを採用する
場合には、モータの配置場所の選定、モータからの駆動力の伝達手段の選定という点にお
いて、困難な課題が発生することが多々あった。
　本発明は上記に鑑みてなされたものであり、駆動機構としてモータ負荷の増大や大型化
を招く虞のあるギヤ機構を用いることなく、一端に設けた回動軸を中心として遊技盤面と
略平行な方向へ揺動する長尺アーム、及びその先端に設けた可動役物を高速動作させるこ
とができ、更に遊技盤面上の任意の停止位置に安定して停止させることができる装飾体駆
動ユニット、演出装置、遊技盤、及びパチンコ遊技機を提供することを目的としている。
　更に、本発明は、格別のモータを用いることなく長尺アーム先端に軸支した可動役物を
回転駆動させることを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記目的を達成するため、請求項１に係る装飾体駆動ユニットは、位置固定された回転
軸を中心として揺動するアームと、該アームの端部により回転自在に軸支された装飾体と
、前記アームの揺動時に前記装飾体が移動する経路上に配置されて前記装飾体の外周面に
接触して該装飾体を回転させる付勢部材と、を備えたことを特徴とする。
　一端を揺動自在に軸支されたアームの他端に装飾体（ギミック）を回転自在に軸支した
装飾体駆動ユニットにおいて、装飾体が揺動した後で回転させるための駆動源をアーム上
に配置することは難しいが、本発明では付勢部材を利用しているため、構成を簡略化しな
がら装飾体を効果的に回転（自転）させることができる。
　請求項２の発明に係る装飾体駆動ユニットは、請求項１において、前記回転軸に一体化
された従動ギヤと、該従動ギヤを回転駆動する駆動ギヤと、から成るギヤ機構によって、
前記アームを揺動することを特徴とする。
　アームが短尺な場合には、ギヤによる駆動機構を採用したとしても、装飾体を静止させ
たときの位置決め安定性の低下、高速動作させた場合の駆動機構の大型化という問題がさ
ほど深刻とはならない。
【０００６】
　請求項３の発明に係る演出装置は、画像表示装置と、請求項１、又は２に記載の装飾体
駆動ユニットと、を備えた演出装置であって、前記画像表示装置の画面の前面に位置する
閉止位置と、該画面を開放した開放位置との間を進退する少なくとも一部に透光部を有し
た開閉部材と、閉止位置にある前記開閉部材の前面側の視認可能な位置に出現した突出位
置と、視認不能な位置に移動した退避位置との間を進退自在に構成された装飾体と、制御
手段と、を備え、前記制御手段は、前記開閉部材が閉止状態にある時に前記透光部の背面
側に位置する前記画像表示装置の画面上に前記装飾体と同様の輪郭形状を備えた画像を投
影する一方で、前記画像の前方に相当する前記開閉部材の前面に前記装飾体を出現させ、
更に前記突出位置にある装飾体の外周縁に沿って前記開閉部材の一部が破れた状態を示す
図柄を前記画面上に表示させることを特徴とする。
　本発明の装飾体駆動ユニットは、装飾体を迅速に進退させることができるため、画像表
示装置上の映像との絡みによって遊技者の目の錯覚を利用して特徴的な演出を実現するこ
とができる。
　請求項４の発明の装飾体駆動ユニットは、位置固定された第１回転軸を中心として回転
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し且つ該第１回転軸から偏心した位置に偏心軸を有した回転部材、該偏心軸により一端部
を回転自在に軸支され前記回転部材の回転により揺動する第１アーム、及び位置固定され
た第２回転軸により一端部を揺動自在に軸支され他端部に装飾体を回転自在に支持した第
２アーム、を備え、前記第１アームの他端部を前記第２回転軸に近い前記第２アームの適
所により回転自在に軸支することにより、前記第１アームの揺動によって前記第２アーム
を前記第２回転軸を中心として揺動させる装飾体揺動機構と、前記第２アームの揺動時に
前記装飾体が移動する経路上に配置されて前記装飾体の外周面に接触して該装飾体を回転
させる付勢部材と、を備えたことを特徴とする。
　一端を揺動自在に軸支された長尺アームの他端に装飾体（ギミック）を回転自在に軸支
する場合に使用する駆動伝達機構としては、長尺アームの揺動速度を迅速化するにはギヤ
機構よりも本発明による二本のアームを用いた構成の方が効果的である。しかも、バック
ラッシュ等による不具合を有したギヤ機構と違って、装飾体を安定して静止させ易い。ま
た、装飾体が揺動した後で回転させるための駆動源を長尺アーム上に配置することは難し
いが、本発明では付勢部材を利用しているため、構成を簡略化しながら装飾体を効果的に
回転（自転）させることができる。
【０００７】
　請求項５の発明に係る演出装置は、画像表示装置と、請求項４に記載の装飾体駆動ユニ
ットと、を備えた演出装置であって、前記画像表示装置の画面の前面に位置する閉止位置
と、該画面を開放した開放位置との間を進退する少なくとも一部に透光部を有した開閉部
材と、閉止位置にある前記開閉部材の前面側の視認可能な位置に出現した突出位置と、視
認不能な位置に移動した退避位置との間を進退自在に構成された装飾体と、制御手段と、
を備え、前記制御手段は、前記開閉部材が閉止状態にある時に前記透光部の背面側に位置
する前記画像表示装置の画面上に前記装飾体と同様の輪郭形状を備えた画像を投影する一
方で、前記画像の前方に相当する前記開閉部材の前面に前記装飾体を出現させ、更に前記
突出位置にある装飾体の外周縁に沿って前記開閉部材の一部が破れた状態を示す図柄を前
記画面上に表示させることを特徴とする。
　この装飾体駆動ユニットは、装飾体を迅速に進退させることができるため、画像表示装
置上の映像との絡みによって遊技者の目の錯覚を利用して特徴的な演出を実現することが
できる。
　請求項６の発明に係る遊技盤は、請求項１、２、４に記載の装飾体駆動ユニットを備え
たことを特徴とする。
　請求項７の発明に係る遊技盤は、請求項３、又は５の何れか一項に記載の演出装置を備
えたことを特徴とする。
　請求項８の発明に係るパチンコ遊技機は、請求項６、又は７に記載の遊技盤を備えたこ
とを特徴とする。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、位置固定された回転軸を中心として揺動するアームと、該アームの端
部により回転自在に軸支された装飾体と、前記アームの揺動時に前記装飾体が移動する経
路上に配置されて前記装飾体の外周面に接触して該装飾体を回転させる付勢部材と、を備
えたので、格別の駆動源をアーム上に搭載することなく、アームを揺動させる過程で装飾
体を回転させることができる。
　アームが短尺な場合にはギヤ機構を用いて揺動させても弊害が少ない一方で、アームが
長尺な場合には二本のアームを用いた揺動機構が有効である。この場合には、駆動機構と
してモータ負荷の増大や大型化を招く虞のあるギヤ機構を用いることなく、一端に設けた
回動軸を中心として遊技盤面と略平行な方向へ揺動する長尺アーム、及びその先端に設け
た可動役物を高速動作させることができ、更に遊技盤面上の任意の停止位置に装飾体を安
定して静止させることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
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　以下、本発明を図面に示した実施の形態により詳細に説明する。
　図１は本発明の実施の形態に係るパチンコ遊技機の全体正面図である。
　パチンコ遊技機１は、図示しない矩形形状の枠を有し、この枠の窓孔に対して裏側から
遊技盤２が着脱可能に取り付けられている。
　遊技盤２には、遊技領域３の外周縁に沿って前方に突出されたガイドレールが設けられ
ている。ガイドレールは発射装置から発射された遊技球を遊技領域の上部に案内したり、
アウト球を回収するアウト口４に案内したりする外レールＲ１及び内レールＲ２により構
成される。
　遊技盤２の前面側には、図示しないガラス枠が開閉可能に取り付けられている。また遊
技盤２の下部には遊技球を貯留する図示しない受け皿部と、受け皿部内の遊技球を発射す
る図示しない発射レバー等が設けられている。
　遊技盤２の略中央には、画像表示装置５が配置されている。画像表示装置５は、例えば
、液晶表示装置等の液晶表示パネルによって構成され、通常動作状態の時は図示しない特
別図柄画像が表示される。また、所謂リーチ状態や特別遊技状態の時はそれぞれの遊技状
態であることを示す演出画像等が表示される。
【００１０】
　画像表示装置５の下方には、画像表示装置５の特別図柄を可変表示させるための可変入
賞装置６が設けられている。
　また、画像表示装置５の左右両側には、遊技盤２の右下部に配置された普通図柄表示装
置７に表示される普通図柄を作動させるためのゲート８が設けられている。
　さらに、可変入賞装置６の下方には、特別遊技状態の一つである大当り状態のときに開
成状態になる開閉扉を有する大入賞口９が設けられている。
　可変入賞装置６は、画像表示装置５を可変表示させるための上始動ポケット１０と、左
右一対の開閉爪（可動片）を有する電動式チューリップ１１とを備えている。
　また遊技盤２には、普通入賞口１２が設けられていると共に、風車１３や図示しない多
数の遊技釘が突設されている。遊技釘は、遊技球の落下速度を遅くすると共に、落下方向
を複雑に変化させて遊技進行上の興趣を高めている。
【００１１】
　普通図柄表示装置７に表示される普通図柄は、１個または複数個の図柄を変動表示可能
であり、普通図柄始動口としてのゲート８が遊技球を検出することを条件に、その図柄が
乱数制御等により所定時間可変して停止するようになっている。
　普通図柄としては、数字図柄、アルファベット図柄、キャラクター図柄、その他の適宜
の遊技図柄が使用される。そして、ゲート８を遊技球が通過したことを条件に乱数制御に
より普通図柄が所定態様となった場合に、可変入賞装置６に設けられた電動式チューリッ
プから成る可動片を所定時間、開成動作するように構成されている。
　画像表示装置５に表示される特別図柄は、停止図柄が予め定められた図柄の組合せ、例
えば同一図柄の組合せとなった場合に大当り状態となるように構成されている。また特別
図柄は、可変入賞装置６の上始動ポケット１０、又は電動式チューリップ１１の開成動作
により遊技球が誘導される下始動口（図示していない）への遊技球の入賞を検出すること
を条件に乱数制御等により表示がスクロールする等、所定の変動パターンで所定時間変動
（可変）して図柄で停止するようになっている。その際、有効ライン上に２個の停止図柄
が同一となった場合に、リーチ状態が発生し、このリーチ状態において、有効ライン上の
最後の停止図柄が既に停止している２個の図柄と同一となった場合に大当り状態が発生す
る。なお、特別図柄としては、数字図柄、アルファベット図柄、キャラクター図柄等が使
用可能である。
【００１２】
　次に、図２は本発明の一実施形態に係る装飾体駆動ユニットの構成を示す斜視図であり
、（ａ）は装飾体退避状態、（ｂ）は装飾体作動状態を示している。また、図３は装飾体
駆動ユニットの分解斜視図である。また、図４（ａ）（ｂ）及び図５（ａ）（ｂ）は退避
位置にある装飾体を作動方向へ移動させてから退避位置に復帰させる際の動作手順を示す
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説明図である。
　本発明に係る装飾体駆動ユニット３０は、遊技盤面に対して位置固定された第１回転軸
３２を中心として遊技盤面と略平行な方向に回転し且つ第１回転軸３２から偏心した位置
に偏心軸３３を有した回転部材３１、回転部材３１上の偏心軸３３により一端部を回転自
在に軸支され回転部材３１の回転により遊技盤面と略平行に揺動する第１アーム３５、及
び位置固定された第２回転軸４１により一端部を揺動自在に軸支され他端部に装飾体４５
を回転自在に支持した第２アーム４０、を備える。そして、第１アーム３５の他端部を第
２回転軸４１に近い第２アーム４０の適所に設けた軸部４２により回転自在に軸支するこ
とにより、第１アーム３５の揺動によって第２アーム４０を第２回転軸４１を中心として
遊技盤面と略平行に揺動（回動）させるものである。
　装飾体４５を支持した第２アーム４０を揺動させる各部材は、装飾体揺動機構を構成し
ている。
　更に、第２アーム４０の揺動時に装飾体４５が移動する経路上に配置されて装飾体の外
周面に接触して装飾体を回転させる付勢部材５０を備えている。
【００１３】
　第１回転軸３２は、遊技盤面に直接配置してもよいし、遊技盤面に固定される支持板３
６に配置してもよい。従って、「遊技盤面に対して位置固定された第１回転軸３２」とは
、遊技盤面に位置固定される場合と、支持板３６に位置固定される場合の両者を含むもの
である。
　本例では、装飾体駆動ユニット３０は、遊技盤２に設けられた開口内に配置された画像
表示装置５の右上部と左上部に夫々配置されており、図２（ａ）に示した退避位置と（ｂ
）に示した作動位置（突出位置）との間を進退する。
　画像表示装置５の前面は障子を象った２つの開閉扉６０によって開閉される。開閉扉６
０は、画像表示装置５の下辺に沿って設けた図示しないガイドによって横方向へ進退する
ラックギヤ部材６１と、ラックギヤ部材６１と噛合してこれを駆動するピニオンギヤ６２
と、ピニオンギヤ６２を駆動する図示しないモータとによって開閉駆動される。モータは
、図示しない制御手段により駆動タイミングを制御される。本例では、開閉扉６０は障子
の格子を象ったギミックであるため、障子の格子内部は開口しており、この開口部（透光
部）を介して後方に位置する画像表示装置５の画面（映像）が視認可能となっている。
　装飾体駆動ユニット３０は、画像表示装置５の画面と干渉しない外側位置（外径側位置
）に配置されており、しかも開閉扉６０の開閉軌跡と干渉しない前方位置に配置されてい
る。このため、互いに干渉しない動作が可能となる（図３）。
　後述する演出内容との関係から開閉扉６０が図２（ａ）の開放状態にあるときに装飾体
駆動ユニット３０は退避状態にあり、開閉扉が図２（ｂ）の閉止状態にあるときに画像表
示装置５の画面上の映像との関係で装飾体駆動ユニット３０は作動状態（突出状態）に移
行する。
【００１４】
　次に、図４、図５に基づいて図２の左下側にある装飾体駆動ユニット３０の動作につい
て説明する。なお、右上側の装飾体駆動ユニット３０は同一構成であり、同一に動作する
。
　まず図４（ａ）に示した初期位置においては、偏心軸３３が最下部に位置した状態で回
転部材３１が停止しているため、第１アーム３５の他端部を支持する軸部４２を介して第
２アーム４０は下方へ押し下げられており、画像表示装置５の画面の外側へ退避した状態
にある。このため、第２アーム４０の先端に支持された装飾体４５も退避位置にある。
　次いで、図示しないモータの駆動により回転部材３１が矢印で示す反時計回り方向へ回
転を開始すると偏心軸３３が上昇するため、まず図４（ｂ）に示すように第１アーム３５
が第２アーム４０を所要角度押し上げ、第２アーム４０先端の装飾体４５が画像表示装置
の画面内に移行し始める。回転部材３１を図４（ａ）の位置から、図４（ｂ）を経て図５
（ａ）の位置まで回転させる過程で、第１アーム３５は短いストロークで移動するが、第
１アーム３５の先端部は第２アーム４０の第２回動軸４１に近い位置にある軸部４２によ
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り軸支されているため、極めて迅速に第２アーム４０を移動させることができる。即ち、
第１アーム３５が短い距離を移動する過程で、第２アーム４０は大きな角度範囲を迅速に
揺動できる。第２アームが初期位置に復帰する際にも同様に迅速に移動することができる
。
【００１５】
　また、バックラッシュ等による不安定要因を備えたギヤ機構を使用していないため、突
出位置に移動して静止した装飾体の姿勢を安定して維持することができる。
　第２アーム４０上における軸部４２の位置としては、第２回動軸４１側に偏った位置が
好ましく、第２回動軸４１に近ければ近いほど、第１アーム３５を短いストロークで動作
させるだけで第２アームを迅速に揺動させることができる。
　本実施形態では、第２アーム４０の端部に幅広部４０ａを設け、軸４１を回避した幅広
部４０ａ上に軸部４２を設けることにより、第１アームから第２アームへの駆動力の伝達
を効率化している。
　また、第２アーム４０を直線状の構成とせずに、中間部で屈曲させることにより、退避
位置にあるときに第２アームの一部が画面上に現れることを防止できる。
【００１６】
　なお、装飾体４５が退避位置から作動位置に移動する過程で、装飾体４５は、付勢部材
５０と接触しつつこれを通過するようにレイアウトされている。付勢部材５０は、軸５１
により回動自在に軸支された回動片５２により軸支されており、回動片５２は図示しない
弾性部材により時計回り方向へ付勢されている。付勢部材５０は外周面をゴム等の摩擦係
数の高い材料から構成されており、第２回動軸４１を中心として装飾体４５が上向きに移
動する際に装飾体４５の外周面に圧接する。この際、装飾体４５は付勢部材５０を上方向
へ押上げながら通過しようとするため、付勢部材５０との間に強い摩擦抵抗が発生して装
飾体４５は勢いよく付勢されて回転する。このように装飾体４５を回転するための専用の
駆動源を用いることなく、装飾体４５の進退動作中にこれを付勢する付勢部材５０を設け
ることによって装飾体４５を回転させることが可能となっている。
　更に、回転部材３１の回転が進行して偏心軸３３が図５（ａ）に示した最上部に達する
と、第２アーム４０は第１アーム３５によって最も押し上げられた状態となり、装飾体４
５も最上昇位置に達する。この状態においても装飾体４５は慣性により回転し続けること
ができる。
【００１７】
　次いで、図５（ｂ）のように回転部材３１が回転して偏心軸３３が最上部から下降を開
始すると、第１アーム３５によって第２アーム４０が引き下げられ、最終的には図４（ａ
）の初期位置に復帰する。
　次に、図６乃至図８に基づいて、画像表示装置と開閉装置による演出との関係における
装飾体駆動ユニットの動作について説明する。
　装飾体４５は、銭形平次が使用する江戸時代の通貨である寛永通宝を象ったギミックで
あり、上下２箇所に夫々配置した装飾体駆動ユニット３０に設けられた各装飾体４５のサ
イズが異なっている。本実施形態では、右上方に配置した装飾体駆動ユニットの装飾体４
５は大径の寛永通宝であり、左下方の装飾体は小径の寛永通宝である。
　図６（ａ）の状態では開閉部材６０が開放した状態にあるため、装飾体駆動ユニット３
０は退避位置にあり動作しない。遊技内容が所定の遊技状態に達すると、ピニオンギヤ６
２が作動して開閉部材６０が図６（ｂ）のように閉止位置に達する。この状態では、障子
を象った開閉部材の格子の隙間から画像表示装置５の画面が視認できる。図６（ｂ）、図
７（ａ）に示したように画面上には、画面外側から画面中央に向けて大径の寛永通宝７０
（陰影）が飛んで来て、画面中央で停止する映像が投影される。
【００１８】
　図７（ａ）に示したように画面中央部で大径の寛永通宝７０の陰影が停止した直後に図
７（ｂ）に示したように右上側の装飾体駆動ユニット３０を作動させて、装飾体４５を画
面中央の寛永通宝７０の映像の直前位置に移動させて停止させる。装飾体４５が画面中央
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で移動を停止して寛永通宝７０の映像を隠蔽すると同時に、画面上には装飾体４５の外周
に沿って障子を破ったときの障子紙や格子の破片を意味する図柄７１が映像として表示さ
れる。このため、遊技者は、障子の後方に位置していた寛永通宝７０が突然、障子を破っ
て前方に出現したように錯覚を起こす。
　なお、装飾体４５は画面中央部で移動を停止しても、付勢部材５０の作用によって回転
し続けることができる。
　上記のように本発明の装飾体駆動ユニット３０は、回転部材３１を半回転させるだけで
退避位置にあった装飾体４５を高速で画面中央部に移動させることができるので、遊技者
から見れば装飾体が画面上に突然出現した如き状態となり、開閉部材の背面側に位置して
いた寛永通宝７０の映像が突然、開閉部材６０を破って前方へ出現した如き印象を与える
ことができる。回転部材３１の回転角度と第２アーム４０の揺動角度との関係は、任意に
調整することができる。
【００１９】
　図８は左下側に配置した装飾体駆動ユニット３０が作動した状態を示している。この場
合には、画面上に投影される寛永通宝７０の映像（陰影）が小径の装飾体４５に対応した
小径の映像となる他は、図６、図７において説明したものと同様の動作を行う。
　上記実施形態に係る装飾体駆動ユニット３０は、開閉部材６０と、画像表示装置５の画
面上の映像と関連して動作することにより、一つの演出装置を構築することができる。
　即ち、本発明に係る装飾体駆動ユニット３０と開閉部材６０と画像表示装置５とから成
る演出装置は、開閉部材６０が閉止状態にある時に透光部の背面側に位置する画像表示装
置の画面上に装飾体４５と同様の輪郭、或いは図柄を備えた画像７０を投影する一方で、
画像７０の前方に相当する開閉部材の前面に装飾体を出現させ、更に突出位置にある装飾
体の外周縁に沿って開閉部材の一部が破れた状態を示す図柄７１を画面上に出現させるも
のである。
　以上のように、一端を揺動自在に軸支された長尺アームの他端に装飾体（ギミック）を
回転自在に軸支する場合に使用する駆動伝達機構においては、長尺アームの揺動速度を迅
速化するにはギヤ機構よりも本発明による二本のアームを用いた構成の方が効果的である
。しかも、上記構成によれば、バックラッシュ等による不具合を有したギヤ機構と違って
、装飾体を安定して静止させ易い。また、装飾体が揺動した後で回転させるための駆動源
を長尺アーム上に配置することは難しいが、本発明では付勢部材を利用しているため、構
成を簡略化しながら装飾体を効果的に回転（自転）させることができる。
　また、本発明の装飾体駆動ユニットは、装飾体を迅速に進退させることができるため、
画像表示装置上の映像との絡みによって遊技者の目の錯覚を利用して特徴的な演出を実現
することができる。
【００２０】
　次に、図９（ａ）乃至（ｃ）及び図１０（ｄ）（ｅ）は本発明の他の実施形態に係る装
飾体駆動ユニットの構成、及び動作説明図である。
　装飾体駆動ユニット８０は、画像表示装置５の前面を開閉する障子を象った開閉部材６
０の上下位置に夫々配置されている。両装飾体駆動ユニット８０は、硬貨（寛永通宝）を
象った装飾体８３のサイズの違いを除けば同一の構成を有している。
　装飾体駆動ユニット８０は、位置固定された回転軸８１を中心として揺動するアーム８
２と、アーム８２の先端部により回転自在に軸支された装飾体８３と、アーム８２の揺動
時に装飾体８３が移動する経路上に配置されて装飾体の外周面に接触して装飾体を回転さ
せる付勢部材５０と、を備える。回転軸８１、アーム８２、付勢部材５０は、装飾体揺動
機構を構成している。
　この装飾体揺動機構においては、回転軸８１に軸心を固定されて一体回転する従動ギヤ
８５と、モータ８７により駆動されて従動ギヤ８５を回転駆動する駆動ギヤ８６と、から
成るギヤ機構によって、アーム８２を揺動する。
　なお、開閉機構６０と、その駆動機構６１、６２の構成は上記実施形態と同様である。
また、付勢部材５０の構成も上記実施形態と同様である。
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　一端を揺動自在に軸支されたアーム８２の他端に装飾体８２を回転自在に軸支した装飾
体駆動ユニットにおいて、装飾体が揺動した後で回転させるための駆動源をアーム上に配
置することは難しいが、本発明では付勢部材５０を利用しているため、構成を簡略化しな
がら装飾体を効果的に回転（自転）させることができる。
【００２１】
　また、アームが短尺な場合にはギヤ機構によって揺動させるように構成してもギヤのバ
ックラッシュに起因した静止安定性の低下という問題は生じない。また、ギヤを大型化せ
ずともアームを迅速に進退させることが可能となる。
　上記実施形態に係る装飾体駆動ユニット８０は、開閉部材６０と、画像表示装置５の画
面上の映像と関連して動作することにより、一つの演出装置を構築することができる。
　即ち、本発明に係る装飾体駆動ユニット８０と開閉部材６０と画像表示装置５とから成
る演出装置は、開閉部材６０が閉止状態にある時に透光部の背面側に位置する画像表示装
置の画面上に装飾体４５と同様の輪郭、或いは図柄を備えた画像７０を投影する一方で、
画像７０の前方に相当する開閉部材の前面に装飾体を出現させ、更に突出位置にある装飾
体の外周縁に沿って開閉部材の一部が破れた状態を示す図柄７１を画面上に出現させるも
のである。
　本発明の装飾体駆動ユニット、或いは演出装置を備えた遊技盤は、パチンコ遊技機のみ
ならず、スロットマシン、その他、画像表示装置を有した遊技機、ゲーム機一般に適用す
ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本発明の一実施形態に係るパチンコ遊技機の要部の正面図である。
【図２】（ａ）及び（ｂ）は本発明の一実施形態に係る装飾体駆動ユニットの構成を示す
斜視図である。
【図３】装飾体駆動ユニットの分解斜視図である。
【図４】（ａ）及び（ｂ）は退避位置にある装飾体を作動方向へ移動させてから退避位置
に復帰させる際の動作手順を示す説明図である。
【図５】（ａ）及び（ｂ）は退避位置にある装飾体を作動方向へ移動させてから退避位置
に復帰させる際の動作手順を示す説明図である。
【図６】（ａ）及び（ｂ）は画像表示装置と開閉装置による演出との関係における本発明
の装飾体駆動ユニットの動作の説明図である。
【図７】（ａ）及び（ｂ）は画像表示装置と開閉装置による演出との関係における本発明
の装飾体駆動ユニットの動作の説明図である。
【図８】画像表示装置と開閉装置による演出との関係における本発明の装飾体駆動ユニッ
トの動作の説明図である。
【図９】（ａ）乃至（ｃ）は本発明の他の実施形態に係る装飾体駆動ユニットの構成、及
び動作説明図である。
【図１０】（ａ）及び（ｂ）は図９の実施形態に係る装飾体駆動ユニットの構成、及び動
作説明図である。
【符号の説明】
【００２３】
　１…パチンコ遊技機、２…遊技盤、３…遊技領域、４…アウト口、５…画像表示装置、
６…可変入賞装置、７…普通図柄表示装置、８…ゲート、９…大入賞口、１０…上始動ポ
ケット、１１…電動式チューリップ、１２…普通入賞口、１３…風車、３０…装飾体駆動
ユニット、３１…回転部材、３２…第１回転軸、３３…偏心軸、３５…第１アーム、３６
…支持板、４０…第２アーム、４１…第２回転軸、４２…軸部、４５…装飾体、５０…付
勢部材、５１…軸、５２…回動片、６０…開閉部材、６１…ラックギヤ部材、６２…ピニ
オンギヤ、７０…寛永通宝、８０…装飾体駆動ユニット、８１…回転軸、８２…アーム、
８３…装飾体
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